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正．　は じめに

　 風土色 と言 うもの が本来的に存在す る も

　の だ ろ うか ？。

　 存在す るとなればそれ は人問や社会や生

活や住居や道具などに どの よ うな影響を及

　ぼ し、 さ らに IMgの 各地 j或の 色粟彡蝶境に風

土色 とい う現象は どの よ うな分布を描いて

い るか を探 っ て みたい 、そん な必要と衝動

　に駆られた 。

　 風土色の 調査 と言う限 りにおい て は 、 日

本の 各地域に存在する統一的な対象物が必

要で あ る こ とは 言 うに およばず 、 それ も歴

史的とい うか時闖的経緯を経たその 地域の

自然や風土や民族的な関わ りを もっ た事象

で なければ な らない 。

　 そ うした観点か ら各地域の神社仏閣の 鳥

居や伽藍の 丹塗 りを調査の 対象と した 。

2．　丹塗 りの 意味

　　丹塗 りとは 、 材料を弁柄と鉛丹っ まり酸

化鉄 と酸化鉛の 混合色の 朱塗 りを言 う。 ま

れ には漆 （うるし）を用 い る場合 もあるが 、 そ

の ほとん どは こ の混合色で ある 。

　　
・
般に 釦ll得：や 寺院 の 朱塗 りの こ とを指 し 、

　その 鳥居や神殿や伽藍の 朱塗 りの 華麗な表

　「所fl：lleデをい う ，，

　　役割は権威や魔よけ 、 そ して建物を腐食

か ら謹る防腐剤と言わ れて い るが 、 奈良の

春 日大社にみ る興福寺の 守護が主 とい われ

　る隈 りで は権威 と魔除けが 本来の意 と解釈

　す るこ とが望 ましい
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3． 風土色と分光現象

　　この風土色 と分光現象にっ い て は 、 これ

まで に地域 と演色性によ る色彩の 見え方を

解い た もの や 、

2 ）
　 日本の 自然光の 年間平

均的色温度によ る地域の 色彩変化を指摘 し

た もの が ある 。

a ）

　 日本列島は 自然光や気温や湿度や ｝三1照時

闇によ っ て 各地域の赤 、っ ま り 「丹塗 り」

はそれぞれに異 なるもの と考え られる 。

　それ は 、 南北 に長い 日本列島は緯度 に よ

っ て ちょ うど自然光の 色温度が虹 の よ うに

分光分布され 、 そ こ に存在する丹塗 りの 赤

は 自然 に最も調和 した 見せ方を演出 して い

るもの で 、 それ が風土色 と言え る もの と考

え られる 。

4．　丹塗 りの 現斗犬

　　臼本の 神社や寺院に は丹塗 りの マ ニ ュ ア

　ルは
一刧 無 い と言う。 したが っ て その 改造

修復は建物の 柱や梁の 日陰に な っ た変色の

極めて 少な い個所の丹塗 りを掻 き落と して

調色再現する もの で ある 。

　　しか しなが ら、 それ らの 神社や寺院の 地

域的な色彩の 統
一

は極めて 継続的に何 ら乱

　れ る こ とな く伝承 されて い る。

　　したが っ て 、 各地域の それ らの 神社仏閣

　の 鳥居 や伽藍は 、伝統的に その 地域の 色彩

　を現在に留めて い ると言え る 。

　　そ こか ら1
−
1木の

“
赤色

”

け ＝ こ色で あ る こ

　とを確認す るに 至 っ た 。

　　つ まり赤色に 隈 っ て 言えば 、 日本の 風土

色は三色に分類され て存在す ると言え る。

5、 丹塗 りの 分布図

　　丹塗 りの 三 色とは   紅丹 （2 、 5R4 ／

　14 ）と  朱月 （7 、 5R5 ／ ／ 2）と 

茶丹 （10R4 ／ 8 ）の三 色に お s まか に

言 っ て 分類するこ とが で きる こ とを確認 し
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た 、， （こ 丶 で 言 う紅丹、朱丹、茶丹は あ く

まで こ の 説明上の 仮称で Jiるこ とをご理解

い た s
“
きた い）

　さらに そ の 立地的分布 は現 在まで の 調査

で は 、 東北地域を中心 とす る関東以東か ら

北海道 にか けて が紅丹の 領域と考え られ る 。

　そ して 朱丹の 領域は関西を中心に中部地

方から和歌山 、 中国 、 四 国 、 北九州 へ と分

布は帯状 に南下 して い る 。

　茶丹 は宮崎、鹿児島の南九州か ら沖縄 へ

と 、 つ まり温暖湿地の 地域全般に い た っ て

そ の分布が 見 られ る 。

　なお、そ れ らの 三色彩の 地域境界線は残

念なが ら隈無 く調査 して い ない 関系上現在

の 調査をさ らに探めて い く必要を感 じて い

る。

　お S まか には 、 推測 も交えて言及すれば 、

紅丹と朱丹 の 境界は静岡と神奈川を境 に し

て 長野を南下す る 。 そ して 中部と北陸をさ

らに分断 して紅丹は山陰地方を山口 県へ と

そ の 中央を寸断して 留まる 。

　朱丹 と茶丹の 境界は九州の 中央部で 分か

れ 、 熊本県の 南部 もしくは鹿児島、 宮騎の

北部を南北の 境界とするよ うに考え られ る 。

6． 文化財伝承色

　　一方、
こ の調査を契機に神社や仏閣 ごと

の 色彩統合や色彩計画の 伝承 に必要なマ ニ

　ュ アル を追 っ て み たが 、 その 歴史や形跡は

何処に もない 。 づまり人為的に継承され た

文化財伝承 色は
一

切無 い と判断 して よ い 。

　　明 らか にその 証は風土性に よる もの で あ

　り稲荷や天満宮 な どの 色彩の 人為的統制は

　なく、 すべ て 風土色と解釈 して よい 。

　　例えば 日本の 三 大稲荷 と言わ れ る茨城県

の風間稲荷 （10R4 ／ 10 ）と京都府の

伏見稲荷 （10R4 ／ 12 ） と佐賀県の 祐

徳稲荷 （7 、 5R3 ／ 10 ）は各地域の 風

土色が きちん と彩色されて い た 。

　　そ れ は 金沢 の 金沢神祉や京都の 北堕1チ天満

宮 、 そ して 福岡の 太宰府天満宮 も同様に そ

　の 土地の maL：1：色が施されて い る 。

7． お わ りに

　最後に 、 私は飽 くまで も風土色 と商品の

関係を 色彩諏 画の め ん か ら探査 して み るこ

とを考えに いれて 本調査を試み た 。

　 したが っ て 、残された課題をさ らに継続

調査と考察で 以下の 視点を明 らか に した い

と考えて い る 。

  風土色 とそ の 境界線の 明確化 。

  商品へ の風土的色彩計画の 反映。
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